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編集後記 
 今回の実習は、ミシンの基本的な縫い方と日本の伝統的な刺しゅ

う「刺し子」に挑戦しました。刺し子は簡単な並縫いですが、縫い糸

の色を変えてカラフルにしたり！オリジナルの図案で、様々な刺し

子の作品が出来上がりました。 

 

＊文化祭で刺し子の作品「ko*ha*baマイ箸」を被服室前に掲示しま

すので、是非ご覧になってください。       

 

    
今年度着任された梶江先生です。 

中学３年生は「ｋｏ＊ｈａ＊ｂａマイ箸」を製作しています。 

ミシンを縫う前に
チャコペンシルでし

るしを付け、まち針

でしっかりと固定し

ます。 

小幅布 
 小幅布は、３０～４０㎝の小ぶりな

布なので、小幅布の端は布の「耳」に

なっていてほつれません。そのため、

布端を始末する手間が省けます。 

日本の文化の象徴とも言える和服は、

こうした特徴を生かして作られていま

す。昔ながらのリサイクルの発想とし

て見直されています。 

 

試し縫いをして 
上糸と下糸の調子

を見て、直線縫い

や返し縫いを練習

します。 

本縫いスタート！ 

縫いはじめに返し縫

いをして、縫い終わり

まで縫い、最後も返

し縫いを忘れずに！ 

ボタンを付ける 
糸を玉結びして、

ボタンの穴に通し,

根元に巻き付けて

足を作り、玉止め

をして糸を切る。 

刺し子を刺す 
絵柄に合わせて並み縫いを

したり、好きな図柄で刺してい

きます。布地が引きつらない

ように、糸こきをしましょう。            

             完成！ 

まずはしるし付けから！ 

丁寧にボタン付けしています。 

被服室には、１人１台のコン

ピューターミシンがあります。 

手

順 

竹定規を使います。 

刺し子の糸が太いので針穴に

糸を通すのがむずかしい・・・。 
 

集中して取り組んでいます。 
一針一針縫っています。 

マイ箸を使うと・・・ 
 マイ箸を持ち歩いて割り箸を使わない、だだそれだけで、

森林も自分の身を守ることができ、さらに、たくさんのゴミや

CO２の排出量を減らすことまでできるのです。 

作品が返却されたら、是非活用してください。  

糸の色が柄と合っていて、刺し子

が柄のポイントになっています。 

刺し子が模様なって

いますが、どこに刺し

子がされているか分

かりますか？ 

色の使い方と、模様がとても綺

麗に出来ました！ 

水玉柄を上手く利用

していますね！ 


